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アジア諸国のＧＤＰ（名目）の推移 
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アジア諸国の一人当たりＧＤＰ（名目）の推移 
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我が国と海外諸国との貿易額の推移 
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対岸諸国の基礎情報
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中国の基礎情報① 

貿易額の推移 (億ドル) 
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輸出額の相手国・地域別割合(2009年) 

中国の基礎情報② 
輸入額の相手国・地域別の割合(2009年) 
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我が国における対中貿易の状況 

（兆円）
対中貿易額の推移 
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韓国の基礎情報① 
貿易額の推移 (億ドル) 
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輸出額の相手国・地域別割合(2009年) 

韓国の基礎情報② 
輸入額の国・地域別割合(2009年) 
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※通関ベース 
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（兆円） 

我が国における対韓貿易の状況 
対韓貿易額の推移 
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ロシアの基礎情報① 

貿易額の推移 (億ドル)
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輸出額の相手国・地域別割合(2009年) 

ロシアの基礎情報② 
輸入額の相手国・地域別割合(2009年) 
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我が国における対ロシア貿易の状況 
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対岸地域の情報
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対岸地域の人口分布 
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出典：（財）環日本海経済研究所｢北東アジアの基礎経済統計｣より国土交通省港湾局作成 

※人口は2008年時点 

（人口4,861万人）
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中国東北三省(遼寧省・吉林省・黒竜江省)の発展 

東北三省の地域内総生産(名目）の推移 (億元) 
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中国東北三省(遼寧省、吉林省、黒竜江省)の基礎情報① 
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出典：日本の人口：総務省｢人口推計｣より国土交通省港湾局作成 
    東北三省の人口：（財）環日本海経済研究所｢北東アジアの基礎経済統計｣より国土交通省港湾局作成 
    貿易額：ジェトロ大連事務所｢遼寧省概況・吉林省概況・黒竜江省概況｣より国土交通省港湾局作成 
    日系企業数の推移：在瀋陽日本総領事館資料より国土交通省港湾局作成 

※各年10月1日現在
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東北三省の主な貿易相手国 
遼寧省 

輸出額の相手国別割合（上位五カ国のみ）

吉林省  黒竜江省 

輸 額 相 割合 年 輸 額 相 割合 年
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20% 
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6% 
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出典：ジェトロ大連事務所｢遼寧省概況・吉林省概況・黒竜江省概況｣より国土交通省港湾局作成  19 



極東ロシアの状況① 

（億ル ブル）
極東ロシアの域内総生産（名目）の推移  

10,000

12,000 

14,000 
（億ルーブル）

6,000 

8,000 

,

極東ロシア連邦管区 

0 

2,000 

4,000

1998  1999  2000   2001  2002  2003  2004  2005  2006  2007 

7 

8 

（百万人）  極東ロシアの人口の推移  

4 

5 

6 

1 

2 

3 

出典：（財）環日本海経済研究所｢北東アジアの基礎経済統計｣より国土交通省港湾局作成 

0 
1996  1997  1998  1999  2000  2001  2002  2003  2004  2005  2006  2007  2008 
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（億ドル）

極東ロシアの状況② 

極東ロシアの輸出入額の推移 

250 

300 

（億ドル） 

輸入額 

輸出額 
20%

輸出額の相手国別割合（2008年）  輸入額の相手国別割合（2008年） 

18% 

100 

150 

200  29% 

1% 

日本 

中国 

韓国 

米国 

30% 

8% 

8% 計 
153.7億ドル 

計 
88.5億ドル 

0 

50 

1999  2000 2001 2002  2003  2004 2005 2006 2007 2008

12% 

38% 
その他 

36% 

70

80 

（億ドル） 

輸入額

極東ロシアの対日輸出入額の推移 

40

50 

60 

70  輸入額

輸出額 

20 

30 

40 

0 

10 

1999  2000  2001  2002  2003  2004  2005  2006  2007  2008 

出典：（財）環日本海経済研究所｢北東アジアの基礎経済統計｣より国土交通省港湾局作成  21 



北東アジアの主要鉄道網 

出典：(財)環日本海経済研究所   22 



北東アジアの主要道路網 

出典：(財)環日本海経済研究所   23 



「北東アジア輸送回廊」について 
①ワニノ・タイシェット輸送回廊 

②ＳＬＢ輸送回廊北東アジア経済会議組織委員会 運輸 物流常設分科会が ②ＳＬＢ輸送回廊

③綏芬河輸送回廊 

④図們江輸送回廊 

⑤大連輸送回廊 

⑥ 津 ゴ 輸送回廊

北東アジア経済会議組織委員会 運輸・物流常設分科会が
北東アジアにおける基幹的な輸送ルートとなりうるルートを 
北東アジア輸送回廊としてとりまとめる。（2002年） 

⑥天津・モンゴル輸送回廊 

⑦ＣＬＢ輸送回廊 

⑧朝鮮半島西部輸送回廊 

⑨朝鮮半島東部輸送回廊 

出典：(財)環日本海経済研究所  24 



我が国及び対岸諸国の主要港におけるコンテナ取扱個数（２００８年） 

東北三省 極東ロシア

ウラジオストク 

ボストチヌイ 
26.7万TEU 

40.1万TEU 苫小牧

東北三省 極東ロシア 

40.1万TEU  苫小牧

17.5万TEU 

大連

天津 

850.0万TEU 

営口 
203.0万TEU 

仁川 

平澤

釜山 

1345.3 万TEU 
新潟 

15.8万TEU 

大連 

450.3万TEU 

煙台 
234.2万TEU 

170.3 万TEU 

龍口 
15.5万TEU 

蔚山 

40 1万TEU平澤
東京 

415.6万TEU 

横浜 

348.1万TEU 
清水

青島 

光陽 

連雲港 

1032.0万TEU 

296 5万TEU

181.0 万TEU 

35.6 万TEU 
40.1万TEU

上海

26.8 万TEU 
44.0 万TEU 
南通 

清水

博多 

82.5 万TEU 
北九州 
45.3 万TEU 

水島

296.5万TEU

揚州 

名古屋 

281.7TEU 

41.1万TEU 

太倉 
145 0 万TEU 上海

2798.0 万TEU 

1122 6

寧波 
広島 

16.7 万TEU 

水島

11.0 万TEU 

２００万ＴＥＵ

四日市 

16.6TEU 

大阪 

224.3 万TEU 

神戸

145.0 万TEU

1122.6 万TEU 

出典：Containerisation International yearbook 2010 より国土交通省港湾局作成 

＝２００万ＴＥＵ

255.6 万TEU 

神戸

※コンテナ取扱個数10万ＴＥＵ以上の港を記載 
※外内貿含む 
※TEU＝twenty‐foot equivalent  units  25 



我が国と中国東北三省・極東ロシア間の定期航空路線 

※太線は週10便以上就航路線

出典：国際線時刻表、各航空会社ＨＰ等より国土交通省港湾局作成 

※2010年10月時点 

26 



日本海側港湾の状況

27 



日本海側の状況 

人口に占める割合

4.3% 

10.3%

日本海側 2,595万人 
(20.4％) 

太平洋側(内陸含む) 1億156万人 
(79.6%) 

10.3%

5.8% 

北海道

日本の総人口(2009年10月1日時点) 
1億2,751万人 

79.6% 

北海道

本州日本海側 

九州北部 

太平洋側 

出典：総務省「人口推計」より国土交通省港湾局作成 

日本海側 52兆円 

製造品出荷額等に占める割合 

1.8%

10.0% 

3.7% 

（15.5％） 

北海道 

本州日本海側 

九州北部

日本の製造品出荷額等(2008年) 
336兆円 

※北海道は日本海側、青森県、兵庫県及び内陸県は太平洋側として計算 

84.5%
九州北部 

太平洋側 

出典：経済産業省「Ｈ20工業統計（市区町村編）」より国土交通省港湾局作成 

28 



0% 

日本海側港湾の状況（２００８年） 
対中取扱貨物量に占める日本海側港湾の割合 

日本海側 0%
日本海側  

対中コンテナ取扱個数に占める日本海側港湾の割合 

4% 
9% 

北海道西部 

海

日本海側
(13％） 

0%
2% 

9% 

北海道西部 

本州・日本海側

(11％）

コンテナ取扱個数(2008年) 
万

取扱貨物量(2008年)
北海道・日本海側 

北海道・日本海側 

87% 

本州・日本海側

九州北部 

太平洋 
太平洋側 
(87%)  89% 

本州 日本海側 

九州北部 

太平洋 太平洋側 
(89%) 

576.1万TEU
取扱貨物量(2008年)

12,651.9万トン 

1% 

7% 

12%

1% 

10% 

対韓取扱貨物量に占める日本海側港湾の割合 

日本海側  
(20％） 

対韓コンテナ取扱個数に占める日本海側港湾の割合 

日本海側  
(30％） 

12%
北海道西部 

本州・日本海側 

九州北部 

太平洋 

19% 
北海道西部 

本州・日本海側 

九州北部 

太平洋 太平洋側 
(80%)

取扱貨物量(2008年) 
6,153.6万トン 

コンテナ取扱個数(2008年) 
229.3万TEU 

太平洋側 
(70%) 

北海道・日本海側  北海道・日本海側 

3% 

80%  70% (80%)

対露取扱貨物量に占める日本海側港湾の割合 

日本海側  
0% 

対露コンテナ取扱個数に占める日本海側港湾の割合 

24%  北海道西部 

本州・日本海側 

(30％）

取扱貨物量(2008年) 
2 829 1万トン

6% 

10% 

北海道西部 

本州・日本海側 コンテナ取扱個数(2008年) 
1 3万TEU

日本海側
(16％） 

北海道・日本海側 
北海道・日本海側 

3% 

70% 

九州北部

太平洋 
太平洋側 
(70%) 

2,829.1万トン 

84% 

九州北部 

太平洋 

1.3万TEU

太平洋側 
(84%) 

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 ※日本海側港湾は、稚内～長崎としている。  29 



コンテナ貨物の状況
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外貿コンテナ取扱個数（２００８年） 

数字（上位５港） 外貿 ンテナ取扱個数（万 ）

小樽

１０万TEU 

数字（上位５港）：外貿コンテナ取扱個数（万TEU）

小樽
石狩湾新

72 

9.9%

日本海側  

酒田

秋田 

新潟45

15 

90 %

太平洋側  

酒田

直江津 
伏木富山

金沢 

6 

90.1%

北九州

博多 

伏木富山
境 

伊万里

下関 

敦賀 
7  舞鶴 

浜田 

外貿コンテナ取扱個数（全国）：1,713万TEU  
北九州 伊万里 

長崎 
※TEU（twenty‐foot equivalent units）：20ｆｔ（コンテナの長さ）換算のコンテナ取扱個数の単位。 
                        20ｆｔコンテナ１個を１TEUとして計算。 

外貿コンテナ取扱個数（日本海側港湾）：169万TEU 

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 
※日本海側港湾は、稚内～長崎としている。 
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日本海側港湾の外貿定期コンテナ航路 
数字：外貿コンテナ航路便数（便/週）  

小樽

韓国航路 

中国航路 

中国・韓国航路  1 
2 

秋

小樽
石狩湾新

極東ロシア航路 

その他の航路（東南アジア・北米等） 
※なお、中・韓を経由する航路も含む 

酒田

秋田
48.25 

43.5 
11 

5 

1 
10便/週 

酒田

直江津 

北九州 

博多 

新潟 

伏木富山境

金沢 

舞鶴

10.5 
7  3 

5 
伏木富山 境

伊万里
下関 

敦賀 舞鶴
浜田 

22
1 

4 
5 

伊万里 

長崎 

出典：港湾管理者聞き取りにより国土交通省港湾局作成 

※2010年12月時点。運休中の航路は除く。 

※日本海側港湾は、稚内～長崎としている。 

1 
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日本海側港湾における輸出コンテナ貨物の仕向国 

本海側港湾 お る輸出 貨物 仕向 割合日本海側港湾における輸出コンテナ貨物の仕向国の割合
中国（27.7％）、韓国（32.8％）、ロシア（0.1％） 

●輸出 

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 

※トンベース、トランシップ貨物含む。2008年のデータ。 
※仕向国とは、調査港湾で船積した調査貨物を最初に船卸した国をいう。 
※日本海側港湾は、稚内～長崎としている。 
  33 



日本海側港湾における輸入コンテナ貨物の仕出国 

海 港湾 輸 貨物 割日本海側港湾における輸入コンテナ貨物の仕出国の割合
中国（42.7％）、韓国（30.9％）、ロシア（0.1％） 

●輸入 

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 

※トンベース、トランシップ貨物含む。2008年のデータ。 
※仕出国とは、調査港湾で船卸した調査貨物が最後に船積された国をいう。 
※日本海側港湾は、稚内～長崎としている。 
  34 



日本海側港湾の対韓国コンテナ貨物の状況 
日韓間の外貿コンテナ貨物における 

韓国直送貨物と釜山港積み替え貨物の割合●輸出 韓国直送貨物と釜山港積み替え貨物の割合●輸出

韓国仕向貨物韓国仕向貨物

韓国以外の国へ 

●輸入 

韓国仕出貨物 

※トンベース、2008年11月1ヶ月間のデータ 
※日本海側港湾は、稚内～長崎としている。  出典：「平成２０年度 全国輸出入コンテナ貨物流動調査」より国土交通省港湾局作成 

韓国以外の国から 

35 



日本海側港湾の対中国コンテナ貨物の状況 
日中間の外貿コンテナ貨物における 

中国直送貨物と上海港・寧波港積み替え貨物の割合 ●輸出 

中国以外の港へ 

●輸入 
※但し、輸出の場合は上海港積み替えのみ 

※トンベース、2008年11月1ヶ月間のデータ 
※日本海側港湾は、稚内～長崎としている。  出典：「平成２０年度 全国輸出入コンテナ貨物流動調査」より国土交通省港湾局作成 

中国以外の国から 
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対中・露外貿コンテナ取扱個数の推移 

（万TEU）

170.0% 700  

150.0%

160.0% 

500  

600  

140.0% 400  
中国（太平洋側港湾） 

ロシア（太平洋側港湾） 

中国（日本海側港湾）

130.0% 300  

中国（日本海側港湾） 

ロシア（日本海側港湾） 

日本海側港湾‐伸び率 

全国‐伸び率 

110.0% 

120.0% 

100  

200  

100.0% 0  
2003   2004  2005  2006  2007  2008 

出典：「港湾統計（年報）」より国土交通省港湾局作成 
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国際フェリー・国際RORO船の状況

38 



対岸諸国との国際フェリー・国際RORO船定期航路の就航状況 

コルサコフ 

稚内 

ウラジオストク 

天津 

東海 
青島 

RORO  フェリー 

伏木富山 

境  神戸  大阪 

下関

釜山 
敦賀 

光陽 

就航5年未満下関

北九州 
 

博多 

太倉 
上海

就航5年以上 
の航路 

就航5年未満 
の航路 

出典：港湾管理者聞き取りにより国土交通省港湾局作成 

上海

※2011年1月時点。 
※伏木富山港～ウラジオストク：フェリー故障のため運休中。 
※北九州港～釜山：2011年4月撤退。 
※北九州港～光陽：2011年3月下旬より北九州寄港を休止。  39 



対岸諸国との国際フェリー・国際RORO船の状況 

（万トン）（万トン） 

対岸諸国との国際フェリー・国際RORO定期航路の貨
物量の推移 

2005～2010年に運休・廃止になった 
日本海側港湾に就航していたフェリー・RORO定期航路 

※日本海側港湾は、稚内～長崎としている。 

出典：港湾管理者聞き取りにより国土交通省港湾局作成 

港 長
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我が国における中長距離フェリー・RORO船定期航路の状況 
中長距離フェリー航路 

 舞鶴/小樽 週７便

 新日本海フェリー（株） 

舞鶴 小樽 週 便

 新潟/小樽 週６便 

 敦賀/苫小牧 週７便 

 敦賀/新潟/秋田/苫小牧 
週５便（うち３
便敦賀まで） 

 関西汽船（株）  松山/北九州 週７便 

苫小牧 

小樽 

 （株）名門大洋フェリー  大阪/北九州 １日２便 

 阪九フェリー（株） 
 北九州/堺泉北 週７便 

 北九州/神戸 週７便 

 オーシャントランス(株)  北九州/徳島/東京 週７便 

秋田 

RORO船航路 

 近海郵船物流（株） 敦賀/苫小牧 週６便 

 日本通運（株） 
 商船三井フェリー（株） 

東京/岩国/博多 週３便 

 商船三井フェリー（株） 東京/徳山/博多/宇野 週３便 

川崎近海汽船（株） 北九州/茨城 週３便

新潟 

 川崎近海汽船（株） 北九州/茨城 週３便

 南日本汽船（株） 
大阪/那覇/博多 週１便 

大阪/鹿児島/那覇/博多 週１便 

 琉球海運(株) 
博多/那覇 週２便 

博多/鹿児島/那覇 週２便 

茨城

敦賀 
東京 

岩国徳山

宇野  大阪 

舞鶴 

堺泉北

神戸 

茨城

RORO船  フェリー 博多 

岩国徳山

鹿児島 

徳島 

堺泉北

北九州  松山 

出典：各船社HP等により国土交通省港湾局作成 

※日本海側港湾に寄港するもののみ記載。 
※2010年12月時点。 
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大宗貨物の状況
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日本海側港湾の貨物取扱状況（２００８年） 

【輸出】  【輸入】 

完成自動車 

ゴム製品 
23%

石炭 

ＬＮＧ（液化天然ガス） 

木材チップ

24% 
24% 

鋼材 

金属くず 

再利用資材 

39% 

1%
1%

23%  木材チップ

鉄鉱石 

原油 

原木 

取扱貨物量 取扱貨物量

12% 

4% 

3% 

3%  化学薬品 

産業機械 

染料・塗料・合成樹脂・

そ 他化学 業品

3% 2% 
2% 

1% 

1%
家具装備品 

化学薬品 

金属鉱 

衣服 身廻品 はきもの

取扱貨物量 
2,149万トン 

取扱貨物量
9,387万トン 

10% 

5% 
5% 

5% 

5%  その他化学工業品
金属製品 

自動車部品 

その他 

12% 
8% 

8%  衣服・身廻品・はきもの 

その他 

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 

※日本海側港湾は、稚内～長崎としている。 
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完成自動車の取扱貨物量（輸出）（２００８年） 

稚内
完成自動車の取扱貨物量（輸出） 

ランキング（ ）

数字（上位5港）：完成自動車の取扱貨物量（万トン） 

留萌 

小樽

稚内50万トン 
ランキング（2008）

36 

小樽 石狩湾新

日本海側  

能代 

酒田

秋田 

新潟

船川 

195

65 

5.2% 
酒田

直江津 

新潟

七尾 

伏木富山

金沢 
37

94.8% 

太平洋側  

北九州

博多 

伏木富山
舞鶴境 

伊万里

浜田 

下関 

93 

取扱貨物量（輸出）（全国）：９,７１４万トン  

北九州 伊万里 

長崎 
唐津 

取扱貨物量（輸出）（日本海側港湾）：506万トン 

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成  ※日本海側港湾は、稚内～長崎としている。 

※稚内～長崎の国際拠点港湾、重要港湾（離島除く）について記載 
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完成自動車輸出の状況 
●完成自動車取扱貨物量（輸出）上位港の仕向国の割合（2008年）  

伏木富山港 

ロシア 
5% 

5% 
8% 

博多港  中国 

ホンコン 

台湾 

韓国

1%  0% 
新潟港 

ロシア 

韓国 

シンガポール 

舞鶴港 

ロシア 

0% 
小樽港 

ロシア 

中国

100% 76% 

6% 

韓国

その他 

中国 

195.3万トン  93.2万トン  64.8万トン  37.3万トン  35.9万トン 

100%
99% 100%  100% 

※完成自動車取扱貨物量（輸出）の上位５港（日本海側）のうち、 
  取扱貨物量１０万トン以上の港湾について記載。 

ロシア向け完成自動車輸出量の推移 出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成ロシア向け完成自動車輸出量の推移（万台） 

●日本海側港湾においては、ロシア向けの 14 

16 

18 
新潟 

伏木・富山 

舞鶴 

樽

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 

●日本海側港湾 お ては、 シア向けの
   中古車輸出が多い状況。 
●2009年は貨物量減少。 
●博多港は、背後圏に自動車メーカーが 6

8 

10 

12 
小樽

浜田 

博多港 、背後圏 自動車
   立地しており新車の輸出が多い。 

0 

2 

4 

6 

200 200 200 2008 2009 20 0

※ロシア向け完成自動車輸出量の上位５港（日本海側）について記載。 

出典：財務省「貿易統計」より国土交通省港湾局作成 

2005  2006 2007  2008 2009 2010
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ゴム製品の取扱貨物量（輸出）（２００８年） 

稚内

数字（上位5港）：ゴム製品の取扱貨物量（輸出）（万トン） 

稚内50万トン 
ゴム製品の取扱貨物量（輸出） 

ランキング（2008） 
※ゴム製品：ゴムタイヤ、再生ゴム、ゴムバンド 

1
小樽 石狩湾新

1

酒田

秋田 

新潟222

34.8% 

65 2%

日本海側

太平洋側  

酒田

直江津 

新潟

七尾 

伏木富山

金沢 

222
2 

65.2%

北九州

博多 

伏木富山
境 

伊万里

下関 

敦賀 
26 15 

取扱貨物量（輸出）（日本海側港湾） 268万トン

取扱貨物量（輸出）（全国） ７７０万トン 
北九州 伊万里 

唐津 

取扱貨物量（輸出）（日本海側港湾）：268万トン

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 

※稚内～長崎の国際拠点港湾、重要港湾（離島除く）について記載  ※日本海側港湾は、稚内～長崎としている。 
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ゴム製品輸出の状況 

博多港  北九州港  下関港 

●ゴム製品取扱貨物量（輸出）上位港の仕向国の割合（2008年）   

31% 

13% 

12% 

韓国 

中国
34% 

18% 
韓国 

香港

11% 

5%  3%

アメリカ 

オーストラリア

24%
20% 

中国

香港 

台湾 

その他
16% 

10% 
香港 

台湾 

アメリカ 

その他
69% 

12% 

オ ストラリア 

カナダ 

パプアニューギニア 

インドネシア

222.0万トン  25.7万トン  15.2万トン 

% その他
22% 

その他 インドネシア 

※取扱貨物量上位５港（日本海側）のうち、 
  取扱貨物量１０万トン以上の港湾について記載。 

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 

●博多港、北九州港、下関港においては、背後圏にタイヤメーカーが立地している。 
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鋼材の取扱貨物量（輸出）（２００８年） 
鋼材の取扱貨物量（輸出） 

ランキング（2008）

50万トン

ランキング（2008）

数字（上位5港）：鋼材の取扱貨物量（輸出）（万トン） 

7 
石狩湾新

50万トン

日本海側  
新潟

6.8% 
新潟

伏木富山

198  4 

93.2% 

太平洋側 北九州 

博多

伏木富山
境 

伊万里
下関 34

取扱貨物量（輸出）（全国）：３,２２９ 万トン 

博多伊万里 

長崎 
唐津 佐世保 
4 

取扱貨物量（輸出）（日本海側港湾）：218万トン 

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 
※日本海側港湾は、稚内～長崎としている。 

※稚内～長崎の国際拠点港湾、重要港湾（離島除く）について記載 
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鋼材輸出の状況 

北九州港 

●鋼材取扱貨物量（輸出）上位港の仕向国の割合（2008年）   

20% 

中国

12% 

9%

50% 

韓国 

メキシコ 

香港 

197.5万トン 

※取扱貨物量上位５港（日本海側）のうち、 
取扱貨物量１０万トン以上の港湾について記載。

9% 

9% 

その他

 取扱貨物量１０万トン以上の港湾について記載。 

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 

●北九州港の背後圏に鉄鋼メーカーが立地。 
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石炭の取扱貨物量（輸入）（２００８年） 

石炭の取扱貨物量（輸入） 数字（上位5港）：石炭の取扱貨物量（輸入）（万トン） 

留萌 
200万トン 

ランキング（2008）

315 

20 1%

日本海側  

能代 

酒田 

秋田 

273 20.1%

太平洋側
直江津 

新潟 
七尾 

伏木富山
舞鶴境

819 

286 

249 

273

79.9% 
太平洋側

敦賀 

博多 

伏木富山
舞鶴境 

三隅 

伊万里

浜田 

取扱貨物量（輸入）（全国）：１８,２８３万トン 

北九州 
伊万里 

佐世保 

取扱貨物量（輸入）（日本海側港湾）：3,637 万トン 

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 

※日本海側港湾は、稚内～長崎としている。 ※稚内～長崎の国際拠点港湾、重要港湾（離島除く）について記載 
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石炭輸入の状況 
●石炭取扱貨物量（輸入）上位港の仕出国の割合（2008年）

52%

14%  オーストラリア 

4% 2% 

オーストラリア  16% 

3% 

オーストラリア 

北九州港  能代港  敦賀港 

52%

13% 

7%  中国 

インドネシア 

ロシア 

その他 62%

32% 
インドネシア 

中国 

ロシア
64% 

17% 
インドネシア 

中国 
818.8万トン  315.2万トン  285.6万トン 

14%  その他  62% ロシア 
ロシア 

11%  7% 

3% 

オ ストラリア

七尾港  三隅港 

16% 
オーストラリア 

インドネシア 

15% 
オーストラリア

インドネシア 

中国 
273.1万トン  249.5万トン 

73%
中国  75%  カナダ 

※取扱貨物量上位５港（日本海側）のうち、 
取扱貨物量１０万トン以上の港湾に いて記載

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 

 取扱貨物量１０万トン以上の港湾について記載。

●北九州港の背後圏に、鉄鋼メーカーが立地。●北九州港の背後圏に、鉄鋼メ カ が立地。
●能代港、敦賀港、七尾港、三隅港の背後圏には、発電所が立地。 
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LNG（液化天然ガス）の取扱貨物量（輸入）（２００８年） 

200万トン 

LNGの取扱貨物量（輸入） 
ランキング（2008） 

数字：LNGの取扱貨物量（輸入）（万トン） 

816 

日本海側新潟
8.1% 

本海側新潟

91.9% 

太平洋側  
北九州 

博多 

235 

31 

取扱貨物量（輸入）（全国）：１３,５９７万トン 

長崎 
17 

取扱貨物量（輸入）（日本海側港湾）：1,099万トン 

貨 輸 ,

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 
※日本海側港湾は、稚内～長崎としている。 

※稚内～長崎の国際拠点港湾、重要港湾（離島除く）について記載 
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LNG輸入の状況 
●LNG取扱貨物量（輸入）上位港の仕出国の割合（2008年）

マレーシア 

33%
15%  マレーシア 

3%  2%  0% 

インドネシア

マレーシア 

新潟港  北九州港  博多港  長崎港 

19% 

9%  カタール 

インドネシア 

オーストラリア 

その他

インドネシア

エジプト 

ナイジェリア 

韓国 

816.4万トン  234.8万トン  30.9万トン  16.9万トン 

100% 24% 
その他  95%

100% 

※取扱貨物量上位５港（日本海側）のうち、 
  取扱貨物量１０万トン以上の港湾について記載。 ●日本のLNG受入基地・ガスパイプラインの状況 

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 

LNG基地（日本海側） 
 
LNG基地（計画・建設中） 
      （日本海側） 

●新潟港、北九州港、博多港、長崎港にLNG受入基地が立地。 
現在 直 津港 狩湾新港 受 基地を建設中

主要導管網 
 
計画・建設中導管 

●現在、直江津港、石狩湾新港に、LNG受入基地を建設中。 
●新潟県から首都圏及び東北地方までガスパイプラインが伸 
   びている。 

出典：資源エネルギー庁資料より国土交通省港湾局作成 
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木材チップの取扱貨物量（輸入）（２００８年） 

木材チ プの取扱貨物量（輸入）

142 

50万トン 

木材チップの取扱貨物量（輸入） 
ランキング（2008） 数字（上位5港）：木材チップの取扱貨物量（輸入）（万トン） 

288 

石狩湾新

72 

日本海側  秋田 

新潟

112 

24.9% 

太平洋側 

新潟

伏木富山

137 

75.1% 

博多 

伏木富山
舞鶴境 

取扱貨物量（輸入）（日本海側港湾）：754万トン

取扱貨物量（輸入）（全国）：３,０３１万トン  
北九州 

取扱貨物量（輸入）（日本海側港湾）：754万トン

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 

※日本海側港湾は、稚内～長崎としている。 

※稚内～長崎の国際拠点港湾、重要港湾（離島除く）について記載 
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木材チップ輸入の状況 
●木材チップ取扱貨物量（輸入）上位港の仕出国の割合（2008年）

28% 13% 

6% 

南アフリカ  9% 

2% 

南アフリカ 
14% 

オーストラリア 

新潟港  石狩湾新港  境港 

26%

オーストラリア 

チリ 

ブラジル 

44% 
18%  ブラジル 

アメリカ 

タイ 

38% 

14% 
タイ 

ベトナム 

チリ

288.0万トン  142.0万トン  137.2万トン 

3% 

27% 

26%  その他 

27% 
オーストラリア 

17% 

17% 
その他 

伏木富山港  秋田港 

8% 

6% 
4%

オーストラリア 

アメリカ 

エルサルバドル

40% 
10% 

20%  オーストラリア 

ベトナム 

アメリカ112.4万トン 72 5万トン

79% 

エルサルバドル

タイ 

インドネシア 
19% 

11% 
カナダ 

その他 

72.5万トン

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 

※取扱貨物量上位５港（日本海側）のうち、 
  取扱貨物量１０万トン以上の港湾について記載。 

●取扱量上位港の背後圏には、製紙企業が立地。 
●アフリカ、南米、オセアニア方面からの輸入が多い。 
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鉄鉱石の取扱貨物量（輸入）（２００８年） 
鉄鉱石の取扱貨物量（輸入） 

ランキング（2008）

100万トン 

ランキング（2008）
数字：鉄鉱石の取扱貨物量（輸入）（万トン） 

750 

5.6% 

日本海側  

太平洋側
直江津 

0 

94.4% 

太平洋側
北九州 

伊万里 0

取扱貨物量（輸入）（日本海側港湾）：750万トン

取扱貨物量（輸入）（全国）：１３,５１６万トン

伊万里  0 

取扱貨物量（輸入）（日本海側港湾）：750万トン 

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 

※日本海側港湾は、稚内～長崎としている。 

※稚内～長崎の国際拠点港湾、重要港湾（離島除く）について記載 
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鉄鉱石輸入の状況 
●鉄鉱石取扱貨物量（輸入）上位港の仕出国の割合（2008年）

6%

1%  0% 

北九州港 

24% 

6%

オーストラリア 

ブラジル 

750 4万トン

69% 

インド 

ベネズエラ 

その他 

750.4万トン 

出典 「港湾統計（年報） 年 より国土交通省港湾局作成

※取扱貨物量上位５港（日本海側）のうち、 
  取扱貨物量１０万トン以上の港湾について記載。 

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 

●北九州港の背後圏には、製鉄メーカーが立地。 
●オ ストラリア ブラジルからの輸入が多い●オーストラリア、ブラジルからの輸入が多い。

57 



原油の取扱貨物量（輸入）（２００８年） 
原油の取扱貨物量（輸入） 

ランキング（2008）

100万トン

ランキング（2008）

数字：原油の取扱貨物量（輸入）（万トン） 

1.2%

日本海側  秋田 
223 

10 

新潟 

伏木富山

11 

98.8% 

太平洋側  
伏木富山

取扱貨物量（輸入）（全国）：２０,８８４万トン 
取扱貨物量（輸入）（日本海側港湾）：244万トン 

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 

※日本海側港湾は、稚内～長崎としている。 ※稚内～長崎の国際拠点港湾、重要港湾（離島除く）について記載 
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原油輸入の状況 

%

●富山税関における原油輸入額の推移 

（億円） 

●原油取扱貨物量（輸入）上位港の仕出国の割合（2008年） 

伏木富山港 

18%

7%  5% 
4% 

アラブ首長国連邦 

スーダン 

ベトナム223 0万トン

66% 

18%  ベトナム

インドネシア 

ロシア 

223.0万トン 

出典：財務省｢貿易統計｣より国土交通省港湾局作成 

※伏木税関における取扱いは無し。 
出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 

※取扱貨物量上位５港（日本海側）のうち、 
  取扱貨物量１０万トン以上の港湾について記載。 

●2009年より貨物量減少。 
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原木の取扱貨物量（輸入）（２００８年） 
数字（上位5港）：原木の取扱貨物量（輸入）（万トン） 

留萌 

10万トン  原木の取扱貨物量（輸入） 
ランキング（2008） 

小樽 

能代

25 

日本海側

船川 

能代

酒

秋田 

新潟

46 

28 

26 

31.7% 

本海側

太平洋側

酒田

直江津 金沢 

新潟

七尾 

伏木富山

19 

68.3% 

太平洋側

敦賀 

下関 博多 

伏木富山
舞鶴境 浜田 

取扱貨物量（輸入）（日本海側港湾） 202万トン

取扱貨物量（輸入）（全国）：６３５万トン 

北九州 

伊万里 

取扱貨物量（輸入）（日本海側港湾）：202万トン 

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 

※日本海側港湾は、稚内～長崎としている。 
※稚内～長崎の国際拠点港湾、重要港湾（離島除く）について記載 
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原木輸入の状況 
●原木の取扱貨物量（輸入）上位港の仕出国の割合（2008年） 

11%  8% 

3%  ロシア 

マレーシア 

カナダ 

1%  1%  0% 

ロシア 

アメリカ 
10%

8% 

1%  マレーシア 

ロシア 

パプアニューギニア 

境港  伏木富山港  新潟港 

65% 
13% 

ニュージーランド 

その他 

98%

カナダ 

韓国 

64% 17% 

10%
カナダ 

その他 45.6万トン  27.8万トン 
26.5万トン 

98%

13% 

4%  2% 秋田港 
浜田港 

41% 
15% 

%
ロシア 

韓国 

ウクライナ 

マレーシア 

ロシア 

ニュージーランド 

韓国 25.3万トン  19.2万トン 

16% 

15%  その他 
94% 

※取扱貨物量上位５港（日本海側）のうち、 
 取扱貨物量１０万トン以上の港湾について記載。

出典：「港湾統計（年報）2008年」より国土交通省港湾局作成 

取扱貨物量 万トン以 の港湾 て記載。
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原木輸入の状況 
●原木輸入量の推移（相手国別）（2000～2010年）

（万立方メートル） 

※取扱貨物量上位５港（日本海側）のうち

出典：財務省｢貿易統計｣より国土交通省港湾局作成 
※取扱貨物量上位５港（日本海側）のうち、 
  取扱貨物量１０万トン以上の港湾について記載 
※伏木富山港は、伏木税関、富山税関の合計値 
※秋田港・船川港は、秋田船川税関の値 
※貿易統計における概況品目‐丸太で記載 

●日本海側港湾では、ロシア産の北洋材の輸入が多い状況。 
●2008年以降ロシアからの輸入量が減少。 
●一部の港で 北米材へのシフトが見られる●一部の港で、北米材へのシフトが見られる。
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原木運搬船の状況（2008年） 

●北米材は、ロシア産の北洋材に比べて大型の運搬船にて輸送されている。

原木運搬船の分布（トン数別）（ロシア） 原木運搬船の分布（トン数別）（北米）

45000～50000

50000以上 

45000 50000

50000以上 

(DWT) (DWT) 

原木 搬船 分布（ 数別）（ 米）

30000～35000

35000～40000 

40000～45000 

45000 50000

30000 35000

35000～40000 

40000～45000 

45000～50000 

15000～20000

20000～25000 

25000～30000 

30000 35000

15000 20000

20000～25000 

25000～30000 

30000～35000 

0～5000

5000～10000 

10000～15000 

15000 20000

0 5000

5000～10000 

10000～15000 

15000～20000 

0 隻   20 隻   40 隻   60 隻  

0～5000

0 隻   100 隻   200 隻   300 隻   400 隻  

0～5000 

※ロシア仕出しの 
  原木取扱貨物量上位5港のデータ

※北米（カナダ、アメリカ）仕出しの 
  原木取扱貨物量上位5港のデータ 

出典：港湾管理者聞き取りにより国土交通省港湾局作成 

上位5港：境港、石巻港、伏木富山港、 
      浜田港、七尾港 

上位5港：呉港、尾道糸崎港、鹿島港、
      岩国港、松山港 
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国際旅客の状況
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外航旅客定期航路の輸送人員数の推移 

外航旅客定期航路の利用者数の推移（日本人 外国人別）

120 

140 

160 
（万人） 

外国人 

日本人 

外航旅客定期航路の利用者数の推移（日本人・外国人別）

41 50

57  66  83 
106  110 

5060

80 

100 

17  21  24  28  30  37  34 
46  38  32  33  34  35 

16  11 
19 

27  29 

41 50

0

20 

40 

1997  1998  1999 2000 2001 2002 2003 2004  2005 2006 2007 2008 2009

5
5

0 
0 

1

0  1 

140

160 
（万人）  外航旅客定期航路の利用者数の推移（航路別） 

4 3 

3  3 
4 

5

4 0  0 

0  0 
0 

0 

0 0 

1  1 

1  1 
1

0 

80 

100 

120 
ロシア航路 

台湾航路 

中国航路 

韓国航路 

31  29 
40 

51  56 
74  80 

98  100 
111 

133  139

81 
3  3 

2 
2  3 

4

0  0 
1 

0  0
0  0 

0 

20 

40 

60 

0 
1997 1998  1999 2000 2001 2002 2003 2004  2005 2006 2007 2008 2009

出典：国土交通省海事局資料より港湾局作成 

※船社へのアンケートによる。 
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日本海側港湾の出入国者数 
数字（上位5港） ：出入国者数（万人） 

1万人 稚内 

小樽

61.2 

小樽 

博多

新潟

16.2 

37% 
13% 

日本海側港湾（入国）

新潟

伏木富山 
金沢 

下関 

3.8 

1.8  0.8 

13% 日本海側港湾（入国） 

日本海側港湾（出国） 

太平洋側港湾（入国） 

太平洋側港湾（出国） 

港湾の出入国者数
（2009年） 
128万人 

敦賀 
舞鶴 

境 浜田 

37% 

北九州 

長崎 

佐世保  唐津 

出典：法務省｢出入国管理統計｣より国土交通省港湾局作成 ※出入国者数100人以上の港湾を記載。 

※日本海側港湾は、稚内～長崎としている。 
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増大する世界のクルーズ需要 

（万人） 世界のクルーズ人口の推移 

出典：（日本）国土交通省海事局プレス資料「2009年の我が国のクルーズ等の動向について」 
 （日本以外）Douglas Ward “Complete Guide to Cruising & Cruise Ships” 
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クルーズ船の寄港回数（２００８～２０１０年） 
数字（上位5港）：クルーズ船の寄港回数（過去３年間(2008～2010年)の年平均） 

クル ズ船の寄港回数推移

小樽

稚内 

留萌 

10回／年 
クルーズ船の寄港回数推移

774  783  803  834 
876 

929 

700

800 

900 

1000 
日本海側港湾  その他 13.3 

小樽

300

400 

500 

600 

700

能代 

秋田 
55 

138  201  190  161  198  248 

0 

100 

200 

2005  2006  2007  2008  2009  2010 

船川 

酒田 

新潟 

伏木富山 金沢 

敦賀

クルーズ船の寄港回数ランキング 
44.7 

9.3 

7.7 

順位  港名  回数 

1 横浜 127

順位  港名  回数 

1 横浜 122

2009年  2010年 七尾 

北九州

博多 

境 

下関 

敦賀

浜田 
舞鶴  1 横浜 127

2 神戸 93

3 那覇 57

4 長崎 49

1 横浜 122 

2 神戸 103 

3 博多 84 

4 長崎 54 

鳥取 

我が国のクルーズ船寄港回数 880回/年 

北九州 
佐世保  唐津 

長崎 

5 博多 46 5 鹿児島 52 

5 那覇 52 
伊万里 

日本海側港湾の寄港回数：202回/年 

出典：港湾管理者からの聞き取り調査結果を基に国土交通省港湾局作成  ※日本海側港湾は、稚内～長崎としている。 

※稚内～長崎の国際拠点港湾、重要港湾（離島除く）について記載 
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東日本大震災における 
本海側港湾 状況日本海側港湾の状況
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港湾を活用した緊急物資（燃料油等）輸送の状況 

発災直後  発災10日後  発災10日後以降

日本海側港湾 

を活用した緊急輸送 

太平洋側港湾 

への緊急輸送開始

太平洋側港湾の順次復
旧 

タンカーによる燃料油等の 
日本海側港湾への輸送（青森港含む） 
（5/30時点） 
のべ449隻

タンカーによる燃料油等
の日本海側港湾への輸
送開始 
3/12に秋田港に入港

被災港湾 

被災しなかった 
港湾 

青森港  八戸港  3/23入港 

の 449隻
燃料油約162.2万kl・原油5万kl・LPG等約2.1万t 

3/12に秋田港に入港
一部復旧した港湾 

燃料油等の輸送に 
活用された港湾 

酒田港 

秋田港 

新潟港 

3/21入港 3/21入港 

仙台塩釜港
（塩釜港区） 

茨城港（日立港区） 

小名浜港 

鹿島港 3/25入港

3/29入港 

3/29入港港湾からは、 
タンクローリー（20 kl /
台） 
による輸送 

3/21に、仙台塩釜港に
内航油送船（2050kl)が
入港 

タンカーによる燃料油等の太平洋側港湾への輸送 
（5/30時点） 
544隻 
燃料油約150.8万kl・原油3.2万kl・プロパン等約6.3千t 

※隻数、輸送量等は、各船社より緊急物資として報告のあったもの 
出典：国土交通省海事局資料を基に港湾局作成 70 



震災時に太平洋側港湾の代替機能を果たした事例 

能代港 
酒田港 ・畜産用飼料を被災した八戸

港に代わり能代港で陸揚げ
し、トラックで八戸の飼料工場
へ移送。 

酒田港 
・通常は酒田では荷揚げしない畜産用飼料や鋼材の中
間原料となる銑鉄が到着。 

新潟港 
・新潟港から東北・北関東地方に
畜産用飼料を出荷 

船川港 
・ケイ砂を被災した大船渡港に
代わり船川港で取扱い。代わり船川港で取扱い。

直江津港
秋田港 
・被災した仙台塩釜港の代わ
りに中京地区で組み立てられ
た完成自動車が到着。震災前

直江津港

・中国からの鉱石を被災した日立
港に代わり、直江津港で荷揚げ。 
・北関東より九州方面へ輸送して
いた金属くずを被災した日立港に た完成自動車が到着。震災前

に東北で生産した完成自動車
を移出。 
・畜産用飼料を被災した青森
や岩手、宮城各県の港の代わ伏木富山港

いた金属くずを被災した日立港に
代わり、直江津港から輸送。 

や岩手、宮城各県の港の代わ
りに秋田港で取扱い。 ・中国からのボイラー用燃料を被

災した仙台港に代わり伏木富山
港で荷揚げ、内航船に積替え仙
台港へ輸送。 

出典：各種報道等を基に国土交通省港湾局作成 

被災港湾 
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